
令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報

（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
三
条

第
三
条
第
五
項
、
第
四
条
第
十
七
項
（
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
」
に
、「
第
九
節

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二

十

第
四
十
八
条
の
二
十
九
）」を
「
第
九
節

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二
十

第
四
十
八
条
の
二

第
九
節
の
二

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
（
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二

第

十
九
）

四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
）」に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
八
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

８

都
道
府
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該

市
町
村
に
お
け
る
道
路
の
維
持
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し

て
、
当
該
市
町
村
が
管
理
す
る
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
（
当
該
都
道
府
県
が
管
理
す

る
道
路
と
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
維
持
（
道
路
の
啓
開
の
た
め
に
行
う
も
の
に

限
る
。）又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
当
該
市
町
村
に
代
わ
つ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
前
条
並
び
に
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲

内
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
鉄
道
事
業
者
」
の
下
に「（
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
鉄
道
事
業
者

等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

４

国
土
交
通
大
臣
及
び
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に

基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他

の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
第
五
項
中
「
第
三
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
、「
ま
で
又
は
」

を
「
ま
で
、」に
改
め
、「
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
は
、
第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
維
持

又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、」の
下
に
「
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
（
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
を
い
う
。）そ
の
他
の
」
を

加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
」
を
削
り
、「
鉄
道
事
業
者
の
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
の
」
に
、「
道
路
管
理
者
は
、」を

「
道
路
管
理
者
及
び
」
に
、「
鉄
道
事
業
者
と
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
は
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
独
立
行
政

法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事

業
者
」
を
「
と
鉄
道
事
業
者
等
」
に
、「
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
」
を
「
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路

管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
」

を
削
り
、「
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
」
に
、「
自
ら
そ
の
」
を「
自
ら
当
該
国
道
の
」に
、「
当

該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
こ
れ
ら
の
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業

者
等
」
に
改
め
、
第
三
章
第
二
節
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
道
路
と
鉄
道
と
の
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
）

第
三
十
一
条
の
二

指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交

差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

立
体
交
差

当
該
立
体
交
差
に
係
る
道
路
及
び
鉄
道
施
設
の
維
持
、
修
繕
（
当
該
修
繕
を
効
率
的
に
行
う
た

め
の
点
検
を
含
む
。）そ
の
他
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

二

立
体
交
差
以
外
の
交
差

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

２

道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
求
め
た
と
き
は
、
当
該
協
議
を
求
め

ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
第
一
項
の
協
議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

他
の
一
方
が
当
該
協
議
に
応
じ
ず
、
又
は
当
該
協
議
が
調
わ
な
か
つ
た
場
合
で
、
当
該
協
議
を
求
め
た
者
か
ら
申

立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当

該
協
議
を
求
め
ら
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
協
議
の
開
始
又
は
再
開
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

指
定
区
間
内
の
国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大

臣
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
当
該
管
理
の
方
法
の
決

定
前
に
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
当
該
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
、

又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に

鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
う
ち
、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
内
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
災
害
応

急
対
策
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害

応
急
対
策
を
い
う
。
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、」の
下
に
「
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
」
を
加
え
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
に
係
る
沿
道
区
域
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
対
象

と
な
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
を
定
め
る
も
の
と
し
、
道
路
管
理
者
は
、
当
該
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
こ
れ
ら
の
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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